
知的財産の発展的活用にむけて

２００７年３月２９日

知的財産戦略本部第十六回会合

弁護士 三尾美枝子

１

資料９



現状の問題点について

地方の活性化

１）言語や従来の日本独自の排他的制度
２）会社や国の産業の未成熟さと育成の欠如
３）従前のノウハウや失敗事例等の活用不足
４）エイジェント不足

コンテンツの
海外への流通

１）地域格差が大きい
２）活性化のキーパーソンは地方公共団体

産学連携

人材育成

１）学生の発明、企業と大学との共同研究・出願等の取り扱い
２）大学関係者の意識

１）弁護士知財ネット

各地域の勉強会、福岡・札幌（予定）シンポジウム開催、メーリングリストの活
用等

２）エンターテインメントロイヤーズネットワーク

月例会、シンポジウム開催等

３）ＯＪＴの必要性

（大学の発明 ）

（弁護士の場合）
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今後の方向性について

個々の業界

個 人個々の企業 個々の大学

国・業界のバックアップ

失
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わが国の優れたノウハウ技術、能力について自信をもつ

国内外市場規模の拡大

キーワード：①ノウハウ、情報の共有化 ②市場ごと・対象ごとの対策
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